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はじめに

第 1７回となる「地域と教育」の調査地は、第16回の 2016年に引き続き新潟県粟島で

あった。粟島の行政区は、岩船郡粟島浦村で、2015年の国勢調査で人口370、高齢化の進

んだ村である。島の面積は、10km2に満たない小さな島であるが、島の周囲を巡る周回道路

は、アップダウンの激しい道で、過酷なサイクリングコースとしても知られている。粟島

は、村上市の岩船港から35km、高速船で55分、フェリーで1時間 30分の距離にある、日

本海の島である。集落は、本土に面した東の内浦と日本海を望む西の釜谷の２つである。

過疎化の進む島ではあるが、人口減少を食い止める取り組みが積極的になされ、その様子

は 2016年1月に NHKのクローズアップ現代でも紹介された。

粟島には、粟島浦村立粟島浦小学校中学校がある。以前は、釜谷集落に分校があったが、

すでに廃校となっている。今回も前回と同様に、粟島浦小学校中学校を核としながら、粟

島の地域調査を実施した。調査は 2017年 9月 3日から 6日までの4日間で実施した。この

調査では、関係者の方々からお話をうかがい、貴重な資料を収集させていただいた。粟島

浦村教育委員会教育長の川村三千男氏、教育委員会の脇川秀幸氏、粟島浦村立粟島浦小学

校中学校校長の星和富氏、同小学校教頭の平山裕也氏、同中学校教頭の佐藤光氏、粟島浦

村立粟島浦村保育園の松浦由香里氏をはじめ、役場、学校関係者、民宿治郎作の方々とい

った住民の皆様には、大変お世話になった。このように多くの方々の協力のもとで調査を

進めることができた。それにより、今回は5本の論稿を載せることができた。皆様には心

より御礼申し上げます。今回の調査報告が、少しでも地域の教育、人々に還元できれば幸

いです。 

2018年8月 

井田仁康 
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